
開館時間／10：00～18：00（最終日は17：00まで） 
休館日／木曜日　※入場／無料

GALLERY1F

Tel 022-723-0538東北工業大学 一番町ロビー
〒980-0811 仙台市青葉区一番町1-3-1（TMビル）　Fax 022-263-8606　E-mail/lobby@tohtech.ac.jp　http：//www.tohtech.ac.jp/

東北工業大学では、市民の皆さまとのふれあいの場として、一番町にロビーを開設しております。
お気軽にお越しください。（入場無料）

2F ホールイベントのご案内
入場／無料（ご予約は不要です）  定員／120名

2F ホール利用のご案内
利用時間／10：00～19：00　　休館日／日曜日・祝日・木曜日

市民公開講座 サンモール一番町商店街振興組合の協賛で行っております。
まちなか美術講座 宮城県美術館の学芸員が美術作品の魅力についてお話しします。

HALL2F

宮城県工業高等学校インテリア科3学年の40名による課題研究発表会を開催いたします。
インテリア、デザイン、建築、木工の分野における日頃の活躍、活動をテーマにした作品
を生徒自らが発表します。多くの方々にご覧いただき、ご指導、ご鞭撻をいただきたく
思います。

2020年1月17日（金）9：00～15：00
令和元年度
宮城県工業高等学校 インテリア科 課題研究発表会

主催：宮城県工業高等学校 インテリア科
後援：東北工業大学 安全安心生活デザイン学科

2019年12月26日（木）～2020年1月5日（日）
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1月10日（金）～1月15日（水）

第39回東北建築賞 受賞作品展示会
主催：日本建築学会 東北支部
共催：東北工業大学 建築学科

東北建築作品集vol.30に掲載される東北建築賞
作品賞・特別賞の展示を行います。東北建築賞は
日本建築学会東北支部が、東北地方の地域性に
立脚した優秀な建築作品など、東北地方における
すぐれた建築活動を広く皆さまに知っていただく機会
として昭和55年より開催しているものです。

1月17日（金）～1月22日（水）

主催：宮城県工業高等学校 インテリア科
後援：東北工業大学 安全安心生活デザイン学科

宮城県工業高等学校インテリア科の卒業制作展示会
を開催いたします。本校インテリア科は県内唯一の
学科です。生徒は、インテリア空間に必要な要素で
あるインテリア、デザイン、建築、木工を総合的に学んで
きました。生徒40名がそれぞれの思いを込め、制作
した作品を展示いたします。多くの方々にご覧いた
だきたいと思います。
■課題研究発表会：1月17日（金）9：00～15：00
　詳しくは右記をご覧ください。

令和元年度
宮城県工業高等学校 インテリア科 卒業制作展示会

1月24日（金）～1月29日（水）

「八木山地区のまちづくり」をテーマとした学生による成果報告展
～令和元年度太白区との共同講座～

不破 正仁（東北工業大学 建築学科 准教授）・太白区役所

本学の学生を対象に、学生がまちづくりへの関心を
高め、まちづくり活動への参加の契機とすることを
目的に、太白区との共同講座「地域の魅力創出の
ためのまちづくり実践学」を開講しました。その成果を、
学生ら5チーム（1チーム5名）が制作した八木山地区
の「まちづくり提案MAP」などを用いてパネルにより
報告します。

1月31日（金）～2月5日（水）

光彩会 水彩画展
光彩会

アトリエ光彩舎 柴田治先生の門下生で宮城水彩会
メンバーによる光彩会を発足し、初めての展覧会です。
先生の指導の下に水彩画を見つめ10年前後の努力を
積み重ね、風景・人物・静物の各個性を生かした作品
です。ぜひお立ち寄りご高覧のうえ、ご批評を賜ります
ようお待ち申しております。

2019年12月20日（金）～2020年1月8日（水）  

童話展
たまごくらぶ（東北工業大学 デザイン愛好会）

こんにちは！たまごくらぶです。毎年クリスマスシーズン
に行われる当サークルのイベント、｢ロビー展｣を
今年も開催いたします！ この催しは、テーマを一つ
決め、それに準えた作品を部員各々が制作すると
いうもの。今年は「童話」を題材にしました。個性、感性
豊かな作品をお楽しみください。また、部員お手製の
アクセサリーやポストカードなどの販売も行います。
皆さまのご来館をお待ちしております！

※2019年12月26日（木）～2020年1月5日（日）は休館

アイヌの工芸品は、明治・大正期までは民族工芸としてしか
扱われていませんでした。昭和期に入り民芸運動の中心
人物・柳宗悦と芹沢銈介によって、アイヌの独創的な工芸品
は芸術の域まで高められ、広く紹介されることになります。
本講座では、その歩みをたどるとともに、アイヌの美意識
を読み解きます。

濱崎 礼二（宮城県美術館 副館長兼学芸部長）

アイヌの美しき手仕事 柳宗悦と芹沢銈介のコレクションから
2月1日（土）13：30～15：00

まちなか美術講座（第63回）

≪木綿衣≫ 日本民芸館蔵


